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日本でも昨年 11月頃から新型コロナウイルス感染症の患者数が急増しており、いわゆる第 3波
を迎えています。感染予防のため『マスクをする』『手洗いをする』『3密を避ける』などがいわれ
ています。
新型コロナウイルスは主に飛沫感染 ( 感染者の飛沫 ( くしゃみ、咳、唾液などと一緒に放出され

たウイルスを、他の人が口や鼻から吸い込む ) や接触感染 ( ウイルスがついた物を手で触り、その
手で目や鼻、口を触って粘膜から入り込む )) などで感染します。
ウイルスは粘膜に入り込むことはできますが、健康な皮膚には入り込むことはできません。自分

の目や鼻、口にウイルスが入り込まないようにすることがとても重要です。

ウイルスは非常に小さいため、マスク ( 不織布マスクなど )
でウイルスそのものをブロックすることはできません。しか
し、飛沫が飛び散るのを防ぐことでウイルスが拡散すること
を防ぐことができます。また、人は無意識のうちに自分の顔
を触っていますので、マスクをすることでウイルスがついた
手で鼻や口を直接触ることを防ぎ、接触感染を減らすことが
できます。

物の表面についたウイルスは時間が経てば壊れてしま
いますが、物の種類によっては長時間 (WHOによると、
プラスチックの表面では最大 72時間、ボール紙では最大
24時間 ) 生存しているといわれています。手や指につい
たウイルスに対しては洗い流すことが大切です。流水で
15 秒すすぐだけでも 1/100 に、石けんやハンドソープ
で 10秒もみ洗いした後、流水で 15秒すすぐことで 1/10000 にウイルス量
を減らすことができます。手洗いができない時はアルコール消毒も有効です。

新型コロナウイルス感染予防の基本 ( マスク・手洗いについて )
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町では、優良な学生・生徒で経済的理由のため就学が困難な者に学資を貸し付けし、社会に貢献
できる人材を育成することを目的として、奨学生を募集します。

１. 出願資格
入学の前に佐川町の住民であって、かつ本町に
3年以上居住した学生・生徒で、学力優秀、心
身ともに健全で経済的理由により学資の支払い
が困難であると認められる者
申請者の両親の所得合計が 600万円未満である
こと
２. 貸付期間
令和 3年 4月から在学する学校の最短修業年限
の終期まで
３. 貸付月額

※国立大学法人については、公立の貸付額を適
用します。

４. 出願書類
①奨学資金貸付申込書
②誓約書
③本人と世帯を一にする世帯全員の所得証明書
　収入がない方も提出が必要です。ただし、高
校生以下の方は不要です。

④在籍学校長の成績証明書 ( 最終学年 )
⑤在学証明書 (4 月 1日在籍予定の学校 )
⑥連帯保証人の所得証明書・完納証明書
※連帯保証人 2名中 1名は、父母またはこれに
代わるべき親族縁故者、他の 1名は本町の住
民であって独立の生計を営み連帯保証人とし
て適当と認められる方 ｡

　ただし、特にやむを得ない事情があると町長
が認めるときは、町外の在住者を連帯保証人
とすることができます。

⑦連帯保証人 2名の印鑑証明書
５. 願書の配布・受付期間
3 月 18日 ( 木 ) ～ 4月 13日 ( 火 ) まで
8時 30分～ 17時 15分
( 土・日曜日、祝日を除く )
※平日の昼休み時間帯に提出の場合は事前に電
話連絡をお願いします。

６. 出願書類の配布場所
佐川町役場会計課、佐川町教育委員会、ふれあ
いセンター遊学館事務所、健康福祉センターか
わせみ
７. 願書の提出先・問い合わせ先
佐川町教育委員会学校教育係電話 22-1110

令和 3 年度佐川町奨学生募集

学校 貸与月額

県内の高等学校 15,000 円以内

県内の短期大学
または大学

公立 20,000 円以内

私立 30,000 円以内

県外の短期大学
または大学

公立 30,000 円以内

私立 40,000 円以内

専修・
各種学校

自宅通学者 20,000 円以内

自宅外通学者 30,000 円以内

高専
第 1・2・3年時 15,000 円以内

第 4・5年時 20,000 円以内

大学院などその他審議委員会が
認める学校

40,000 円以内

広告

新型コロナウイルス感染拡大予防のための措置について
人間ドック・特定健診・がん検診、および糖尿病教室については、当面の間中止とさせていた
だきます。再開の際は、改めて広報誌等でお知らせします。


